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In Willa Cather’s A Lost Lady (1923), the heroine, Mrs Forrester is 
described as a brilliant lady from Niel Herbert’s viewpoint. She 
gradually loses her elegance as a wealthy woman and reveals her 
instinctive desire and weakness after losing her fortune and her 
husband. However, since this is Niel Herbert’s viewpoint, we can 
consider that Mrs Forrester wasn’t originally so noble or respectable 
at all, and that, in fact, she was entirely independent. That is, she 
merely turns out to be a different woman from what Niel Herbert 
expected and is not “lost” to any things.
As the story progresses, Niel Herbert in turn worships, worries 
about, and despises Mrs Forrester, whom he finally regards as the 
most attractive woman in his life. Niel Herbert wavers in his 
judgment of what is good for him as he matures. The aim of this 
essay is to explore Niel Herbert’s “Bildungsroman” by discussing his 
sense of women; his view of city and country life; and what he sees 
as the ideal American spirit.
After his idealization of Mrs Forrester, Niel Herbert views other 
young girls coldly, vaguely longing for eternal unmarried life without 
knowing the reality of women. When he enters university, he likes 
both the city where he will work as an architect and the hometown 
where Captain and Mrs Forrester welcome him. Neil Herbert esteems 
Captain Forrester’s way of life, though he knows that Captain 
Forrester’s prime is over, and that commercialism no longer allows 
for such nobility. In the end, by seeing Mrs Forrester’s way of life, 
Niel completed his “Bildungsroman”.
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序
　Willa Cather（1873-1947）の A Lost Lady（1923）の中で、西部開拓
時代に鉄道建設に携わった Captain Forrester の妻、Mrs Forrester は、
少年 Niel Herbert の目には、恵まれた特権階級に属する魅力的な女性とし




でも Niel が感じたものであると考えれば、Mrs Forrester 自身は本来の自
分なりの生き方をしただけであり、Nielが一方的に作り上げた理想像とは違っ
ていたということにすぎない。つまり迷っているのは Niel の Mrs 
Forrester についての認識の方であり、彼女は本来性を逸脱した生き方をし
たわけではないと読むこともできる。




は Niel の“Bildungsroman”と考えられる。だが Niel が結末において、
少年時代に抱いた夫人に対する未熟な認識を変えたのかどうかは定かではな
い。Merrill Maguire Skaggs はこの点について、“What Niel accepts 
in the end is not ‘real life’ but the valid intensity of his childish 
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また、“realistic mode”ではなく、彼女がより好んだ“romantic mode”
（Skaggs 47）に傾倒して書かれた。いわば Cather の真骨頂が余すところ
なく注ぎ込まれた作品と言え、この作品がすぐに人気を博したのも当然であ
ろう。このような作品の中心的人物としての Nielが抱くまさにロマンティッ
クな理想と美意識が、Forrester 夫妻や彼の故郷 Sweet Water の魅力を作
り上げるのである。Evely Thomas Helmick は、“A Lost Lady displays 





りはロマンティックな認識を表している。Niel の少年時代の Sweet Water
の風景や、Forrester 夫妻の様子は、鳥や花、明るい色彩の自然美、宝石な
どのイメージが多用されて描かれ、それらにはロマンティシズムに特徴的な
象徴性が読み取れる。Skaggs による、“In Greek slang, a ‘strayed’ 






して描いている。Joseph R. Urgo はこの作品を、“A Lost Lady . . . 











　Mrs Forrester は、少年から成人へと成長する期間の Niel にとって、特
別な女性的魅力を持ついわば「永遠の女性」として描かれる。Evelyn 
Tomas Helmick は、“As object of the courtly worship of young 
Niel, she, as female principle”（Helmick 183）と表現するが、まさに





夫人の密通相手である Ellinger と結婚することになる Miss Ogden とのか
かわりが描かれるのみで、個性や固有名を持つ娘は登場しない。このことは
Mrs Forresterが Nielにとって唯一の興味を引く女性であることを思わせる。
彼女は Niel にとって絶対的な崇拝の対象であると同時に、Merril Maguire 
Skaggs が、“Niel wants Marian as a surrogate mother”（Skaggs 
53）と、Kathleen L. Nicholos が、“longing for the lost southern 
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His reserve, which did not come from embarrassment or 
vanity, but from a critical habit of mind, made him seem older 






を避け、傍観者となる人物達を思わせる。たとえば James の作品、The 
Ambassadors（1903）の主人公 Strether は、青年 Chad と年上の熟女
Madame de Vionnet との関係を理想化し、傍観することで自分の青春を
体験している気分になるが、後に現実の二人の関係を知り幻滅する。同じよ
うに Niel も理想化した Mrs Forrester のその後の身の振り方を見て幻滅す
ることになる１。現実の男女の愛憎について理解できない Niel は、しかし観
察者として恋愛に興味がないわけではない。
　たとえば Nielは叔父 Judge Pommeroyの蔵書で読書の楽しみを覚えるが、
叔父が止めた本である「ドンファン」を迷わず真っ先に読み始める。だが彼
は、女性や恋愛に対する興味はあっても、実際にドンファン的なふるまいを
する Ellinger を嫌い、その Ellinger と関わる Mrs Forrester を嫌う。Niel
は自分が現実に関わる女性の純潔性を強く求める故に、それを侵犯する





　このように漠然と独身を選んだ気になっている Niel について、Elaine 
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Smith は、“It is a sign of his romantic nature”（Smith 146）と指摘
する。Niel のロマンティックな思いの対象として Mrs Forrester は誠実で
勇敢な夫の貞淑な妻であり、夫とともに衰退していく女性でなければならな
い。また、Niel は自分よりも年上の夫人の洗練された振る舞いになじみ、
さらにそんな夫人を理想化して慕う故に、彼には同世代の Miss Ogden の
振る舞いは幼稚に感じられる。彼は Miss Ogden が父親ほど年の離れた
Ellingerに恋をしていることを軽蔑するが、彼自身年上の女性の虜になって
いることには気づかない。このように理想化した Mrs Forrester へのこだ
わり故に Niel は自分自身の人生経験は浅いまま、夫人以外の女性に対して
冷たく批判的な姿勢を持つ傾向があると言えよう。Kathleen L. Nicholsは、
未熟で潔癖なだけの Niel の理想が彼の人生観をゆがめる様子を、“Niel is 
not a celibate ideal, for the life-denying basis of his non-sexual 
aspirations distorts his angle of vision and forces him to reject ―
to lose ― his idealized lady until time and, eventually, her death 
place her beyond the world of change and adult sexuality”（Nichols 




　Niel のロマンティックな女性観は、Mrs Forrester の弱者に対して見せ
る思いやりや上品な妻としての振る舞いといった行為ではなく、理屈ではな
い視覚的なイメージによって彼女を表現する際に最もよく表れる。例えば少
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感をもたらしている。すると Niel の思い描く理想の女性像とは、清濁併せ
持つ人間性ではなく、変わらない美的価値を備えた芸術作品のようだ。それ
ゆえ Niel は、Captain Forrester の不在時に Ellinger と Mrs Forrester
が共に一夜を過ごした形跡を認めた際、“he had lost one of the most 
beautiful things in his life”（79）と描かれるような気持ちになる。この














に命を失うことは示唆的な対比となる。つまり Captain Forrester も Niel
も Mrs Forrester を愛しているが、二人の Mrs Forrester に対する理解力
には明らかな差があることを二人が持つバラが象徴的に物語るのである。
Kathleen L. Nichole も Nielが捨てる野バラを、“a cut wild rose which 
almost immediately shows the effects of time and decay”（Nichole 
193）と、Captain Forrester が愛する日時計と庭のバラを、“symbols of 
the constant love and loyalty which he gave and received and 
which can survive the passage of time”（Nichole 194）と 述 べ る。

















かには描かれない。しかし Niel が、“she［Mrs Forrester］had always 
the power of suggesting things much lovelier than herself, as the 
perfume of a single flower may call up the whole sweetness of 
spring”（164）と感じるように、実際の彼女自身が経験していた以上の幸





る。しかし病身の Captain Forrester と夫の世話や家事に疲れている Mrs 
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Forrester を助けるために、後にはリウマチで健康が思わしくない叔父の
Pommeroy の法律事務所を手伝うために、Niel は一年間休学をし、故郷
Sweet Water に留まることを決める。この時の Forrester 夫妻や叔父の
Pommeroy は、いわば Niel を過去の時代精神と人間関係に支配された、彼







仕事を継がないことは Sweet Water は彼が大人の時代を過ごす場所ではな
いことを示唆する。
　例えば Captain Forrester が役員を務める銀行が倒産した際、Captain 
Forrester は自らの財産を失っても預金者たちを守るが、他の若い銀行の責
任者たちは自分たちの利益を守ることしか考えない。この時 Captain 
Forrester の担当弁護士である Pommeroy は、若い世代の責任者たちの利
己性を、“I think I’ve lived too long! In my day the difference between 
a business man and a scoundrel was bigger than the difference 
between a white man and a nigger”（85）と言って嘆く。Pommeroy
は人々の考え方の変化と、それに対応できず Captain Forrester に損失を
与えた自分の弁護人としての無能力を嘆くのである。そのため Pommeroy
は甥の Niel に、法律に関する職業は汚れているので邪な Ivy Peters のよう
な弁護士にでも任せておき、“clean profession”（86）を持つように勧める
のである。また休暇で大学から Sweet Waterに帰省した Nielが最初に出会っ
たのは Ivy であるが、この時 Ivy は彼に、現在の Sweet Water では非道な
法律家は必要だが Niel の目指す職業である建築業の需要はないと言う。実
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際に経済的に困窮する Mrs Forrester は誠実ではあるが利益を期待できな
い Pommeroy を担当弁護士から解任し、あこぎな Ivy に財産の管理を任せ
ることを選んでいる。こういった Pommeroy や Ivy の言葉は、Niel が将来
人々から必要とされる場所も、大人として人生を切り開き生きていく場所も
故郷 Sweet Water ではないことを暗示する。だが休学して故郷に身を置く
Nielは故郷と新天地の両者に心ひかれることになる。
　Niel の休学期間は少年時代や過去に惹かれる迷いを解消していく一年で
もある。大学に進学することになった時点での Niel を Sweet Water から
送り出す際には、Mrs Forrester は彼に対して、“Take a chorus girl 




‘One is too many. I want you to have half a dozen ― and still 
save the best for us! One would take everything. If you had 
her, you would not have come home at all. I wonder if you 
know how we’ve looked for you?’（103-4）




　だが Niel の休学期間に病身の Captain Forrester は回復することはなく、
西部開拓者の時代が戻ることはないことを象徴するかのように日々弱ってい
く。この一年間は Niel にとって Captain Forrester と惜別し、少年時代か
ら理想の女性像であった Mrs Forrester に幻滅していく期間となる。まず
Niel にとっては、Mrs Forrester が Ivy の品性が劣っていることを承知で




る。この時 Niel は、“When women began to talk about still young, 
didn’t it mean that something had broken?”（118）と思い、薄気味悪
く感じ身震いをする。もはや夫人は Niel にとってあこがれの対象ではなく
不気味にさえ映る。Captain Forresterの死後、より生き方が不安定になり、















　少年時代の Niel にとって誠実でたくましい Captain Forrester とその美
しい妻である故に魅力的な Mrs Forrester は、ゆるぎない存在であり理想
であった。だが Captain Forrester の落馬事故による鉄道建設からの撤退、
彼が役員を務める銀行の倒産、病気などにより、Captain は社会的にも肉
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体的にも力を失い、夫人は他の男性に心を迷わせる。Forrester 家の財産管
理を任される Ivy は、Captain Forrester や Pommeroy のような馬鹿正直
な生き方は通用しない時代だと公言する。そして、インディアンの土地をだ
まし取るような Ivy のやり方を不正だと分かっていながら彼に頼る Mrs 
Forrester も、夫や Pommeroy のような信念を持った生き方ではもはや暮
らしていけないということを Nielに次のように言う。
‘. . . I’ve no doubt it’s crooked. But the Judge is like Mr 
Forrester; his methods don’t work nowadays. He will never get 
us out of debt, dear man! He can’t get himself out.’（116）
Niel 自身も西部開拓時代の人々の生きにくい様子を、“The Old West 
had been settled by dreamers . . . strong in attack but weak in 
defence”（100）と感じている。





Joseph R, Urgo は、“with the collapse of the Forrester Household 
Niel comes to a crossroads: the past is dying, its value proven 
temporal and made insufficient by the course of events. At the 
same time the future seems diminished, and its destination, 
charted by Ivy Peters, is uncertain”（Urgo 81）と述べる。そこで最後
に時代の分岐点で戸惑う Nielと彼の抱える矛盾に注目したい。
　この作品の中で Captain Forrester をはじめ鉄道建設の仲間である
Cyrus Dalzell、Forrester家の顧問弁護士である Pommeroyは、西部開拓




この作品では Mrs Forrester という個人の人生以上に、時代の変化がテー
マとなっていると考えられる。
　故郷にいる時の Niel が Forrester 家のパーティーに招かれる場面では、
Captain　Forrester は、“Happy days!”（46）と言い、皆の幸せを願って
乾杯をする。後に大学進学のために故郷を出る Niel を祝福して送り出す際




Niel に、“my philosophy is that you think of and plan for day by 
day . . . you will get”（49）と説くのである。Captain Forrester の人生
哲学は西部開拓者達の信条であり、彼はさらに“All our great West has 
been developed from such dreams”（50）と 言 う。Captain Forrester







　かつて理想化した Mrs Forrester が、経済的余裕がないせいで Ivy に頼
るだけならまだしも、Ivy と男女として親密になることが Niel には理解で
きず、彼はそんな夫人に失望する。夫を失った後もまだ若いMrs Forrester
が女性として男性を求めることは一つの現実であるが、Niel はその現実を












‘Money is a very important thing. Realize that in the 
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や少年ではないはずの Niel は捨てることができてはいない。このような
Niel の気持ちは Captain Forrester が役員を務める銀行が倒産し彼が財産
を失った際に、Niel が夫人に対して“She was one of the people who 













Willa Cather seems to have already decided that real love can 
only exist in childhood.（41）
It is mainly through the children that the reader learns about 












































１  この二人の人物の類似については Elaine Smith も、“He (Niel) believes, as 
Strether did of Mme. de. Vionnet, that she is faithful to her husband”
（Smith 148）と指摘する。また Frances W. Kaye も、“Niel Herbert . . . 
becomes merely an onlooker”（Kaye 145）と 述 べ る。さ ら に Elizabeth 
Shepley Sergeant は James Thurber の指摘をとりあげ、Mrs. Forrester と
Madame de Vionnetの類似点について述べている（Sergeant 186）。
２  A. Elizabeth Elz もまたこのような Niel による夫人の理想化を、“Niel tries 
to place Marian in a museum case where she cannot change and will 
remain as she always appears to him. Marian, then, is elevated to a 
Madonna-like position where she has all of the holy but none of the 
sexual attributes of a woman”（Elz 19）と指摘する。
３  Samantha C. Cardwell は 夫 人 の 活 発 な 生 き 方 に つ い て、“For Mrs. 
Forrester there is nothing more terrifying than standing still”（Cardwell 
41）と述べる。
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